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P 2　冬　“おおの”にやさしい生活を
P 4　雪への備え　みんなで協力を
P 6　年末年始市の業務
P 7　市政功労・輝き大賞　20個人・２団体を表彰
P 8　12月14日から地方税の電子申告始まります
P 10　市の財政状況
P 12　中心市街地活性化リポート「廊下式物販所の名称決定」
P 13　「ふるさと納税」お待ちしています　など

そお～っとだよ
　学びの里「めいりん」で11月３日、

「なみへいまつり」が開かれました。
遊・音・癒など６つをテーマにした
子どもから大人までが楽しめる催し
を、大野青年連絡会が企画。
　「遊」のコーナーでは、子どもたち
が缶積みや輪投げ、紙飛行機などに
楽しみながら、真剣に挑戦していま
した。
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10
月
に
地
下
水
警
報

10
年
間
で
最
速

　
市
は
10
月
29
日
、
水
位
の
低
下

に
伴
う
地
下
水
警
報
を
発
令
し
ま

し
た
。
過
去
10
年
間
で
10
月
の
警

報
発
令
は
初
め
て
で
す
。

　
春
日
３
丁
目
の
春
日
公
園
に
あ

る
基
準
観
測
井
で
同
日
、
地
表
か

ら
地
下
水
の
水
面
ま
で
の
高
さ
が

７
．
５
３
�
と
な
り
、
警
報
基
準

値
の
７
．
５
�
を
超
え
ま
し
た
。

過
去
10
年
間
の
同
時
期
の
平
均
水

位
と
比
較
し
て
、
１
�
以
上
低
い

水
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
田
の
湛
水
３
倍
に

　
市
で
は
昭
和
53
年
か
ら
、
降
水

量
が
少
な
い
冬
場
に
備
え
て
、
地

下
水
脈
の
上
流
域
で
水
田
を
借
り

て
、
水
を
張
っ
て
地
下
水
を
し
み

込
ま
せ
る
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
例
年
の
３
倍
に

当
た
る
30
�
の
水
田
を
借
り
て

湛た
ん
す
い水

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
降

水
量
不
足
が
深
刻
で
、
近
年
で
最

低
の
地
下
水
位
を
記
録
し
た
平
成

17
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
水
位
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

融
雪
で
の
地
下
水
使
用

条
例
で
禁
止

　
市
の
地
下
水
保
全
条
例
で
は
、

融
雪
の
た
め
の
地
下
水
使
用
を
禁

止
す
る
抑
制
地
域
を
市
街
地
中
心

に
設
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
内
で

は
、
道
路
法
に
定
め
る
道
路
や
広

場
な
ど
以
外
で
、
融
雪
に
地
下
水

を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
冬
も
、
抑
制
地
域
内
在
住

の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
外

在
住
の
皆
さ
ん
も
地
下
水
の
保
全

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
融

雪
に
地
下
水
を
使
用
す
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

本
市
は
毎
年
冬
季
、
市
民
の
財
産
で
あ
る
﹁
地
下
水
﹂
の
水
位
が
低
下
し
ま
す
。

越
前
お
お
の
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
協
力
し
ま
し
�
う
。

み
ん
な
で
地
下
水
を
守
ろ
う

冬

平成21年 春日公園観測井の地下水位変動グラフ
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注意報発令基準

警報発令基準注意報発令中
（H20/11/28）

2/2 注意報解除

10/19 注意報発令 

10/29 警報発令
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節
水
は
小
さ
な
こ
と
か
ら

　
本
市
の
簡
易
水
道
、
上
水
道
の

加
入
率
は
合
わ
せ
て
３
７
．
１
㌫

で
、
生
活
用
水
の
多
く
を
地
下
水

に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

地
下
水
位
の
低
下
に
よ
り
井
戸
枯

れ
が
発
生
し
、
生
活
用
水
が
不
足

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、

地
下
水
位
低
下
時
に
は
注
意
報
や

警
報
を
出
し
て
、
市
民
啓
発
や
節

水
対
策
を
行
う
こ
と
を
地
下
水
保

全
管
理
計
画
で
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
一
人
一
人
の
節
水
に
対
す
る

心
掛
け
が
大
切
で
す
。
日
常
生
活

で
次
の
こ
と
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

●
洗
車
な
ど
の
回
数
を
減
ら
す

●
洗
濯
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を
使

　
用
す
る

●
雨
水
な
ど
を
有
効
活
用
す
る

●
そ
の
他
、
節
水
に
努
め
る

　
観
測
井
は
、
春
日
公
園
の
ほ
か

御
清
水
や
荒
井
公
園
、
小
山
公

民
館
な
ど
全
部
で
14
カ
所
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
冬
は
地
下
水
位
の
状
況
に

注
意
し
て
、
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
３
）

　
毎
年
冬
季
に
な
る
と
、
暖
房
器

具
な
ど
へ
の
給
油
や
、
燃
料
配
管

の
破
損
に
よ
る
油
漏
れ
事
故
が
増

え
ま
す
。

　
流
失
し
た
油
は
、
側
溝
や
水
路

を
通
り
川
に
流
れ
ま
す
。
川
の
水

が
汚
染
さ
れ
る
と
、
魚
な
ど
水
生

生
物
に
影
響
が
あ
る
ほ
か
、
川
の

水
を
利
用
す
る
多
く
の
人
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
。
水
質
事
故
防
止
の

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
雪
の
重
み

　
に
よ
り
給
油
管
が
破
損
す
る
恐

　
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

　
に
燃
料
機
器
や
配
管
の
点
検
を

　
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
油
が
流
失
し
た
場
合
、
市
役
所

　
や
消
防
署
、
県
奥
越
健
康
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
、
県
奥
越
土
木
事
務

　
所
、
大
野
警
察
署
な
ど
が
出
動

　
し
て
原
因
の
調
査
や
油
の
回
収

　
と
処
理
を
し
ま
す
。
早
い
対
応

　
が
重
要
な
た
め
、
速
や
か
に
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
３)

　
廃
棄
物
を
み
だ
り
に
投
棄
し

た
り
、
焼
却
し
た
り
す
る
と
法
律

で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。（
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
の

併
科
。
法
人
は
さ
ら
に
１
億
円
以

下
の
罰
金
）

　
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
廃

棄
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は

不
法
投
棄
で
す
。

　
美
し
い
自
然
と
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
監
視
役
と
な
り
、
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
、
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不

適
正
処
理
な
ど
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
不
法
投
棄
を
見
つ
け

た
と
き
は
、
県
循
環
社
会
推
進

課
内
に
設
置
し
て
あ
る
不
法
投

棄
１
１
０
番(

☎
０
７
７
６
・

20
・
０
５
８
４)

か
県
奥
越

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー(

☎
66
・

２
０
７
６)

、
大
野
警
察
署(

☎

65
・
０
１
１
０)

、
市
環
境
衛
生

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
係

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
２
）

　不法投棄されるごみは、コンビニエンスストアの
レジ袋に包まれた弁当殻など簡易なものから、冷蔵
庫、テレビ、自動車のタイヤなど大きなものまで多
岐にわたっています。
　（写真は塚原区で行われた撤去作業　４月12日）

油
流
出
に
注
意

水
環
境
に
ダ
メ
ー
ジ
!!
　

12
月
は
不
法
投
棄
等

防
止
啓
発
強
化
月
間
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道
路
除
雪
に
協
力
を
！

　
道
路
の
除
雪
は
建
設
課
と
県
奥

越
土
木
事
務
所
が
担
当
し
ま
す
。

新
積
雪
10
�
で
除
雪
車
が
出
動
。

ま
た
歩
道
上
の
積
雪
深
が
20
�
以

上
に
な
る
と
、
歩
道
除
雪
を
実
施

し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
つ
の
お
願
い

①
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

②
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
わ
だ
ち

が
で
き
て
交
通
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。

③
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま

し
ょ
う
。
下
ろ
し
た
雪
が
道
路

に
出
た
場
合
、
早
め
に
始
末
し

ま
し
ょ
う
。

④
除
雪
は
交
通
渋
滞
を
避
け
る

た
め
に
夜
間
や
早
朝
に
行
い

ま
す
。
騒
音
な
ど
で
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
願

い
ま
す
。

流
雪
溝
は
適
正
に
利
用
を

　
流
雪
溝
や
水
路
な
ど
に
雪
が
詰

ま
る
と
、
下
流
域
で
水
が
あ
ふ
れ

る
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
流
雪
溝

は
次
の
点
に
注
意
し
、
適
正
な
利

用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
降
雪
時
の
朝
夕
、
土
・
日
は
排

　
雪
が
集
中
し
ま
す
。
同
一
の
流

　
雪
溝
な
ど
を
使
用
す
る
区
は
、

　
事
前
に
連
絡
調
整
を
行
っ
て
排

　
雪
し
ま
し
ょ
う
。

○
雪
を
流
す
と
き
は
細
か
く
砕
い

　
て
流
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
機
械

　
で
の
投
雪
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
流
雪
溝
な
ど
の
水
量
が
少
な
い

　
と
き
は
、
排
雪
し
な
い
で
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

○
開
閉
式
の
ふ
た
を
開
け
て
排
雪

　
す
る
場
合
、
赤
布
な
ど
目
印
を

　
立
て
て
、
歩
行
者
や
車
が
確
認

　
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　 

へ
の
備
え

み
ん
な
で
協
力
を　

雪
　
12
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
﹁
雪
に
備
え
る
週
間
﹂
で
す
。

快
適
な
冬
の
生
活
は
一
人
一
人
の
協
力
か
ら
。
冬
を
迎
え
る

に
当
た
�
て
の
ル
�
ル
や
マ
ナ
�
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

協
力
し
て
雪
対
策
を
進
め
ま
し
�
う
。

◆県内の積雪量や路面状況
 インターネットで確認を

　｢雪みち情報ネットふくい｣のホームページ
で、県内の積雪量や道路監視カメラの映像など
が見られます。冬の道路状況を事前に確認して
から出掛けましょう。

▼パソコン
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/
▼ドコモ
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/i/
▼ａｕ
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/ez/
▼ソフトバンク
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/y/

※県奥越土木事務所管内の積雪や通行止め情報
は電話で聞くことができます。（☎66・1221）
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排
雪
場
所
の
確
認
を

　
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
で
出
た
雪

は
、
指
定
さ
れ
た
雪
捨
て
場
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

　
小
型
車
は
赤
根
川
沿
い
の
亀
山

橋
付
近
、
大
型
車
は
真
名
川
西
の

富
田
大
橋
下
流
と
真
名
川
大
橋
上

流
の
２
カ
所
が
雪
捨
て
場
に
な
っ

て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
建
設
課
管
理
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
６
）

雪
か
き
は
気
を
付
け
て
！

　
大
野
の
雪
は
湿
っ
て
い
て
重

い
の
が
特
徴
で
、
雪
か
き
は
重

労
働
で
す
。
無
理
な
作
業
は
行

わ
ず
、
適
宜
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

【
雪
か
き
作
業
前
】

　「
寒
さ
」
は
血
管
を
収
縮
さ
せ

る
た
め
、
血
圧
が
上
が
る
要
因
と

な
り
ま
す
。

○
防
寒
服
を
着
用
す
る

○
マ
ス
ク
な
ど
を
し
て
冷
た
い
空

　
気
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
注
意

　
す
る

○
作
業
中
に
多
量
の
汗
を
か
く
こ

　
と
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
十
分

　
な
水
分
補
給
を
行
う

【
雪
か
き
作
業
後
】

　
作
業
が
終
了
し
た
ら
、
必
ず
お

茶
な
ど
で
十
分
な
水
分
補
給
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
汗
を
ふ
き

取
っ
て
、
す
ぐ
に
着
替
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
　

　　
冬
の
季
節
は
屋
根
雪
下
ろ
し
な

ど
地
域
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
少
し
で
も
快
適
な
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

雪
捨
て
場

赤
根
川

三
番
線

新町

亀山橋 亀山

R158

中野

▲至福井

バイパス

R158

老人センター

市役所

下庄小

開成中

大野高校

有終会館

学びの里
「めいりん」

●

小型車（4トン未満）の雪捨て場

真
名
川

下麻生嶋

上麻生嶋

真名川
市民広場

堂本

中保

酪農団地

大野市
浄化センター

JA
カントリー

真名川大橋

●

●

富田大
橋

雪捨て場

大型車（4トン以上）の雪捨て場

博
物
館
４
施
設

冬
期
間
は
休
館

　
本
市
博
物
館
の
う
ち
、
４
施
設
が
12
月
１
日
火

か
ら
来
年
３
月
31
日
水
ま
で
の
冬
期
間
休
館
と
な

り
ま
す
。

穴馬民俗館 越前大野城

笛資料館 和泉郷土資料館
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市
民
課
窓
口
28
日
ま
で

　
市
民
課
の
窓
口
業
務
と
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
自
動
交

付
機
で
の
住
民
票
な
ど
の
交
付
業

務
は
、
28
日
⺼
ま
で
で
す
。
ま
た

28
日
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
た
め
の
電
子
証
明
証
発

行
業
務
が
行
え
ま
せ
ん
。

　
住
民
票
と
税
証
明
書
は
28
日
⺼

に
電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
休
み
の

間
に
当
直
室
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
明
け
は
１
月
４
日

⺼
か
ら
で
す
。

　
な
お
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
、

婚
姻
、
死
亡
な
ど
）
は
、
休
み
の

間
も
当
直
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
　
市
民
課
市
民
窓
口
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

納
税
窓
口
30
日
ま
で
開
設

　
納
税
に
つ
い
て
の
相
談
や
納
付

の
特
別
窓
口
を
29
日
㊋
と
30
日
氺

に
開
設
し
ま
す
。
時
間
は
両
日
と

も
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
す
。

問
　
税
務
課
納
税
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
１
）

ご
み
収
集
は
30
日
ま
で

　
ご
み
は
30
日
氺
ま
で
収
集
し
ま

す
。
27
日
㊐
は
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

お
く
え
つ
で
休
日
受
付
を
実
施
。

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
の
間
は
除
く
）
に
ご
み
を
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
年
明
け
は
１
月
４
日
⺼
か
ら
収

集
し
ま
す
。
12
月
23
日
氺
と
１
月

11
日
⺼
の
祝
日
は
平
常
通
り
収
集

し
ま
す
。

問
　
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
２
）

　
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ

　（
☎
66
・
６
６
９
０
）

し
尿
く
み
取
り
は
早
め
に

　
し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
、
29

日
㊋
か
ら
１
月
４
日
⺼
ま
で
休
業

し
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
業
者
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
12
月
の
和
泉
地
区
で
の
く
み
取

り
は
、
９
日
氺
、
16
日
氺
、
24
日

㊍
で
す
。
申
し
込
み
は
、
希
望
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
和
泉
支
所
住

民
課
（
☎
78
・
２
１
１
１
）
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
69
・
９
０
８
２
）

急
患
の
診
療

　
31
日
㊍
か
ら
１
月
３
日
㊐
は
、

休
日
急
患
診
療
所
で
急
患
の
診
療

を
行
い
ま
す
。
内
科
、
外
科
の
ほ

か
小
児
科
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

（
診
療
時
間
は
下
表
参
照
）

　
受
診
す
る
際
、
保
険
証
と
服
用

し
て
い
る
薬
の
説
明
書
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
発
熱
し

て
い
る
人
は
、
玄
関
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
休
日
急
患
診
療
所

（
☎
65
・
８
９
９
９
）　

図
書
館
は
27
日
ま
で

　
図
書
館
は
28
日
⺼
か
ら
１
月
４

日
⺼
ま
で
閉
館
で
す
。

　
な
お
12
月
15
日
㊋
か
ら
３
月
31

日
氺
ま
で
は
、
図
書
の
貸
し
出
し

期
間
を
２
週
間
か
ら
３
週
間
に
延

長
し
ま
す
。

問
　
図
書
館

（
☎
65
・
５
５
０
０
）

12月28日月～平成22年１月４日月の業務内容
12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4

月 火 水 木 金 土 日 月

市 民 課 窓 口 平常
（窓口延長） ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

（窓口延長）

税務課納税窓口 平常 午前９時～午後４時 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

ご み 収 集 平常 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

し 尿 く み 取 り 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡

休日急患診療所
（ 診 療 内 容 ） ㊡ ㊡ ㊡ 午前９時～午後９時

内科・外科・小児科 ㊡

図 書 館 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡
※市民課の窓口業務一部延長（月・木）は１月４日から再開。午後８時まで証明書発行などを行います。

年末年始　市の業務
　
12
月
29
日
火
か
ら
１
月
３
日
日
ま
で
、
市
の
一
般
業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
主
な
業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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▼
齊
藤
貞
夫
（
西
山
）
行
政
連

絡
事
務
嘱
託
員
（
区
長
）
と
し
て

15
年
余
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

と
地
区
自
治
活
動
に
尽
力
▼
島
口

敏
榮
（
木
本
）・
髙
岡
和
行
（
中

野
町
２
丁
目
）・
松
田
信
子
（
矢
）

市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
余
、
市

政
全
般
に
わ
た
り
広
範
な
議
員
活

動
に
専
念
、
市
政
の
発
展
と
地
方

自
治
の
進
展
に
寄
与

　
▼
森
永
美
登
志
（
猪
島
）・
北

村
智
見
（
下
丁
）・
川
田
善
子
（
中

荒
井
）・
鈴
木
信
子
（
中
野
町
１

丁
目
）
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
13
年
余
、
地
域
社
会
の
福
祉
増

進
に
寄
与
▼
武
内
正
澄
（
不
動

堂
）・
西
二
郎
（
朝
日
）
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
、
ま
た
主
任

児
童
委
員
と
し
て
12
年
余
、
地
域

社
会
の
福
祉
増
進
に
寄
与
　
　
　

　
　
　
　

　
▼
松
田
惣
一
（
菖
蒲
池
）
明
後

土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て
16

年
余
、
農
業
基
盤
の
充
実
に
尽
力

▼
吉
田
英
昭
（
下
黒
谷
）
小
山
黒

谷
土
地
改
良
区
理
事
や
理
事
長

と
し
て
22
年
余
、
低
コ
ス
ト
農
業

の
推
進
な
ど
に
尽
力

　
▼
印
牧
康
祐
（
美
川
町
）
学
校

嘱
託
歯
科
医
と
し
て
20
年
余
、
児

童
生
徒
の
健
康
管
理
と
指
導
に
尽

力
▼
岩
田
美
子
（
不
動
堂
）「
劇

団
チ
ャ
ッ
プ
ス
」
の
代
表
と
し
て

30
年
余
、
演
劇
活
動
や
青
少
年
の

演
劇
指
導
に
尽
力

　
▼
大
野
市
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会（
会
長
　
齊
藤
博
子
）

40
年
余
、
会
員
に
よ
る
積
極
的
な

地
域
活
動
を
通
し
て
市
民
の
食
生

活
改
善
や
健
康
増
進
、
食
育
の
推

進
に
寄
与

　
▼
勝
森
勝
己
（
本
町
）
大
野
交

通
安
全
協
会
理
事
・
代
議
員
な
ど

と
し
て
30
年
余
、
協
会
の
円
滑
な

運
営
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

尽
力
▼
乾
川
香
規（
中
挾
３
丁
目
）

交
通
指
導
員
と
し
て
15
年
余
、
交

通
指
導
や
交
通
安
全
啓
発
な
ど
交

通
事
故
防
止
に
尽
力

　
▼
吉
田
耕
造
（
明
倫
町
）・
杉

田
賢
造
（
中
野
）・
飯
田
亮
（
上
丁
）

消
防
団
員
・
防
犯
隊
員
と
し
て
31

年
余
、
地
域
防
災
活
動
と
消
防
使

命
の
達
成
に
尽
力
▼
水
元
博
（
野

中
）
消
防
団
員
・
防
犯
隊
員
と
し

て
30
年
余
、
地
域
防
災
活
動
と
消

防
使
命
の
達
成
に
尽
力

　
▼
花
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
実
行
委
員

会
（
会
長
　
奥
村
健
治
）
シ
バ
ザ

ク
ラ
の
植
栽
活
動
を
通
じ
、
美
し

い
地
域
環
境
の
創
出
や
地
域
づ
く

り
活
動
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
に
取
り
組
む
。
第
19
回
全
国
花

の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
「
花

の
ま
ち
づ
く
り
優
秀
賞
」
な
ど
多

く
の
賞
を
受
賞
。
ピ
ン
ク
色
の
シ

バ
ザ
ク
ラ
が
織
り
成
す
美
し
い
景

観
は
、
市
民
や
観
光
客
に
安
ら
ぎ

と
感
動
を
与
え
、
大
野
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
貢
献

し
た
。

問
　
総
務
課
職
員
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

　
平
成
21
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
と
市
長
特
別
表
彰
（
輝
き
大
賞
）
の
表
彰
式
が
11
月
３

日
、
有
終
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
充
実
と
発
展
に
貢
献
し
た
市
政
功

労
者
は
、
20
人
と
１
団
体
。
ま
た
そ
の
活
動
が
、
社
会
に
明
る
い
活
力
と
希
望
を
与
え
る
と

と
も
に
、
本
市
の
名
を
大
い
に
高
め
た
と
し
て
、
１
団
体
に
輝
き
大
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

20 個人・２団体を表彰

自
治
振
興

産
業
振
興

輝
き
大
賞

消

防

教
育
文
化

保
健
衛
生

交

通

社
会
事
業

市政功労・輝き大賞
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申
告
が
可
能
な
税
は
、
次
の
３

つ
で
す
。

○
法
人
市
民
税

○
個
人
市
県
民
税
（
給
与
支
払
報

　
告
書
な
ど
）

○
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

○
事
業
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
簡
単
に
手

　
続
き
が
で
き
ま
す
。

○
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申

　
告
が
、
ま
と
め
て
一
度
に
で
き

　
ま
す
。

○
市
販
の
税
務
・
会
計
ソ
フ
ト（
エ

　
ル
タ
ッ
ク
ス
対
応
ソ
フ
ト
に
限

　
る
）で
、作
成
し
た
申
告
デ
ー
タ

　
が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

①
利
用
届
出
手
続
き

　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
利
用
届
出
（
新
規
）
を
行

い
、
利
用
者
Ｉ
Ｄ
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
Ｉ
Ｄ
を
１
つ

取
得
す
れ
ば
、
複
数

の
地
方
公
共
団
体
へ

申
告
デ
ー
タ
な
ど
を

提
出
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
県
な
ど
他

の
地
方
公
共
団
体
で
、

電
子
申
告
を
し
て
い
る
人
は
、
利

用
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
対
応
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
か
ら
、
申
告
書
提
出
先

の
追
加
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

②
完
了
通
知
受
け
取
り

　
利
用
届
出
手
続
き
を
し
た
後
審

査
し
、
手
続
き
完
了
通
知
（
利
用

者
Ｉ
Ｄ
と
仮
暗
証
番
号
）
が
、
電

子
メ
ー
ル
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

③
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
で
電
子
申
告

　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
対
応
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
か
ら
、
ポ
ー
タ
ル
セ
ン

タ
ー
へ
ロ
グ
イ
ン
し
、
申
告
デ
ー

タ
を
作
成
の
上
、
電
子
署
名
（
電

子
証
明
書
）
を
付
与
し
て
送
信
し

ま
す
。
ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

各
地
方
公
共
団
体
へ
、
デ
ー
タ
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

　
利
用
届
出
を
行
っ
た
後
、
１
日

か
ら
７
日
程
度
で
手
続
き
完
了
通

知
が
電
子
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。	

　
申
告
書
受
け
付
け
も
、
12
月
14

日
か
ら
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た

法
人
設
立
や
異
動
届
出
な
ど
の
申

請
・
届
出
も
で
き
ま
す
。

　
電
子
申
告
で
法
人
市
民
税
の
申

告
を
し
て
い
る
場
合
で
も
、
本
市

で
は
電
子
納
税
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
納
付
は
、
従
来
通
り
納
付
書

で
お
願
い
し
ま
す
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
利
用
・
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ 

地
方
税
電
子
化
協
議
会

（
☎
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９
）

Ｉ
Ｐ
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の
場
合

（
☎
03
・
５
３
３
９
・
６
７
０
１
）

申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

○
法
人
市
民
税
、
個
人
住
民
税

　（
給
与
支
払
報
告
書
）

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
３
）

○
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

税
務
課
資
産
税
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
７
）

12
月
14
日
か
ら
本
市
で

　
 

地
方
税
の
電
子
申
告
開
始

　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体
が
共
同

で
運
営
す
る
、
市
税
な
ど
地
方
税
の
総
合
窓
口
シ
ス
テ

ム
で
す
。
14
日
か
ら
始
ま
る
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
利
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利用届出

１
手続き
完了通知

２
ソフトウェア
取得

３
暗証番号
変更

４
電子申告

５
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

利用までの流れ

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
で

  

電
子
申
告
の
利
点

納
付
は
従
来
通
り

　
納
付
書
で

３
つ
の
税
で
利
用
可
能

14
日
か
ら
利
用
可
能

利
用
方
法

（http://www.eltax. jp/）
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住民基本台帳 閲覧状況を公表住民基本台帳 閲覧状況を公表
　社会情勢の変化と個人情報に対する意識の高まりに対応するため、営利目的での住民基本台帳
の閲覧が禁止されており、閲覧状況を年１回公表しています。平成20年11月１日から21年10月
31日までの閲覧状況は次のとおりです。

閲覧者氏名
（法人の場合、名称及び代表者名）

利用目的（委託者） 閲覧年月日 閲覧した
住民の範囲

社団法人中央調査社
会長　中田正博

生活意識に関する調査対象者抽出
（委託者：①外務省、②ＮＨＫ編成局、
③ＮＨＫ放送文化研究所）	

平成20年
12月5日

錦町・大和町・美川町、
16歳以上

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

全国ガバナンス市民意識調査対象者
抽出（委託者：慶應義塾大学市民社会
ガバナンス教育研究センター）	

12月25日
春日三丁目・平澤領家・
上野・上大納、20歳
以上75歳以下

社団法人中央調査社
会長　中田正博

健康に関する世論調査対象者抽出
（委託者：ＮＨＫ放送文化研究所）

平成21年
１月９日

有明町・阿難祖地頭方・
阿難祖領家、16歳以上

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　木村武彦

全国たばこ喫煙者率調査対象者抽出
（委託者：日本たばこ産業株式会社）

１月27日
春日二丁目、大正８年
５月１日～平成元年
４月30日生まれ

株式会社エーアンドエス
代表取締役　三田村浩實

ボランティア活動に関するアンケー
ト調査対象者抽出（委託者：福井県）

２月10日 市内一円、10歳以上

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

生活意識に関するアンケート調査対
象者抽出（委託者：日本銀行情報サー
ビス局）

２月19日
中野町二丁目・中挾町・
中保・中丁・七板、平成元
年4月30日以前生まれ

社団法人新情報センター　
事務局長　平谷伸次

食育に関する意識調査対象者抽出
（委託者：内閣府）

２月26日 高砂町、20歳以上

社団法人中央調査社
会長　中田正博

メディアの接触と評価に関する調査
対象者抽出（委託者：社団法人日本
新聞協会）

８月13日
稲郷・東山・開発、
15歳～69歳

株式会社毎日広告社福井支社
支社長　高橋宏之

福井の暮らしをよりよくするための
アンケート調査対象者抽出
（委託者：福井県）	

８月18日 市内一円、20歳以上

社団法人中央調査社
会長　中田正博

くらしと環境に関する世論調査対象
者抽出（委託者：株式会社時事通信社
大阪支社）

８月20日
中荒井町一丁目・
吉・御領、20歳以上

社団法人中央調査社
会長　中田正博

くらしと環境に関する世論調査対
象者抽出（委託者：株式会社時事通
信社大阪支社）

８月27日
下据・伏石・大月・
橋爪、20歳以上

問　市民課市民窓口係（☎ 66・1111 内線 453）
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大野市の　　  財政状況

歳 出
（支出済額69億5162万円）

歳 入
（収入済額83億3611万円）

特別会計

企業会計

　
市
の
財
政
が
ど
う
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成

21
年
９
月
末
現
在
の
財
政
状
況
と
平
成
20
年
度
の
決
算
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
９
月
末
現
在
の
予
算
現

額
に
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
繰
越
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

予算現額  187億6584万円
市の基本的な収入や支出を経理する会計です。

一 般 会 計

民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする会計
です。本市の場合、水道事業が該当します。

特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性を明らかにする
ために設けられている会計です。

会　計　名 予算現額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 割　合 支出済額 割　合

国民健康保険事業 370,674 145,318 39.2% 181,230	 48.9%
和 泉 診 療 所 事 業 11,778 3,569 30.3% 5,153	 43.8%
老 人 保 健 4,222 3,752 88.9% 0 		0.0%
後 期 高 齢 者 医 療 38,228 12,015 31.4% 11,596 30.3%
介 護 保 険 事 業 316,642 124,190 39.2% 131,539 41.5%
簡 易 水 道 事 業 17,414 4,990 28.7% 8,625 49.5%
農業集落排水事業 53,670 14,501 27.0% 32,937	 61.4%
下 水 道 事 業 166,302 25,225 15.2% 68,954 41.5%

合　　　計 978,930	 333,560 34.1% 440,034 45.0%

収　支　別
収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 割　合 予算現額 支出済額 割　合
収 益 的 収 支 13,645 4,129 30.3% 13,645 2,864 21.0%
資 本 的 収 支 7,750 642 		8.3% 16,548 5,589 33.8%

基金・市債・市税負担の各状況 ※平成21年９月末現在の人口（37,924人）と世帯数
　（12,166世帯）で計算

市民一人当たり 一世帯当たり
基金（貯金） 残　　　	額： 64億3915万円　 16万9791円 52万9274円
市債（借金） 残　　	　額：125億5395万円　 33万1029円 103万1888円
市税負担 収 入 済 額： 23億5386万円　 ６万2068円 19万3479円

平
成
21
年
９
月
末
現
在

 
市
の
財
政
状
況

予算現額 単位： 万円

収入済額 （　）内は収入済割合

予算現額 単位： 万円

支出済額 （　）内は支出済割合

39,781

12,749

359,912

33,002

560,000

403,314
235,386

154,748
(25.7%)

0

3,220

159,600
(0.0%)

(6.0%)

90,396

19,324

53,385

68,543

144,027

(131.9%)

(13.4%)

65,682

7,161

282,892

17,073

(23.2%)

(41.9%)

(38.6%)

(64.3%)

(58.4%)

その他

市債

諸収入

繰越金

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方交付税

市税

0

92,483

98

72,160

23,132

62,099

45,098

41,043

22,477

68,631

142,405

115,935

9,601

916

194,165

100

252,145

54,760

225,822

114,131

125,234

41,003

187,677

399,661

262,028

18,942

(0.0%)

(47.6%)

(98.0%)

(28.6%)

(42.2%)

(27.5%)

(39.5%)

(32.8%)

(54.8%)

(36.6%)

(35.6%)

(44.2%)

(50.7%)

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

※収益的収支とは事業運営と施設管理のための予算をいい、資本的収支とは施設整備などのための予算をいう
※資本的収支の収入に対する支出の不足分は留保資金で補てん

（単位：万円）

（単位：万円）
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国庫支出金
17億1502万円
10.4%

その他
4億3233万円
2.5%

使用料及び手数料
1億6947万円
1.0%

県支出金
11億8735万円
7.2%

市債
7億7190万円
4.7%

諸収入
5億7354万円
3.5%

繰越金
6億5354万円
4.0%

地方譲与税
2億2382万円
1.4%

地方消費税交付金
3億2793万円
2.0%

分担金及び負担金
3億4295万円
2.1%

地方交付税
58億6045万円
35.5%

市税
42億3108万円
25.7%

消防費
5億8626万円
3.8%

商工費
10億1454万円
6.5%

労働費
2億6564万円　1.7%

農林水産業費
10億6644万円
6.8%

議会費
1億8174万円　1.2%

災害復旧費
1210万円　0.1%

衛生費
13億9062万円
8.9%

土木費
14億3994万円
9.2%

教育費
16億4464万円
10.5%

公債費
18億3755万円
11.8%

総務費
24億2673万円
15.6%

民生費
37億1923万円
23.9%

維持補修費
2億7050万円
1.7%

積立金
2億0276万円 1.3%
災害復旧事業費
1210万円 0.1%

投資及び出資金
550万円
0.0%

貸付金
2億8410万円 1.8%

繰出金
15億5682万円
10.0%

補助費等
17億0425万円
10.9%

公債費
18億3735万円
11.8%

扶助費
20億6554万円
13.3%

普通建設事業費
20億9241万円
13.4%

物件費
21億1348万円
13.6%

人件費
34億4062万円
22.1%

歳入

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

大野市の　　  財政状況
平成20年度決算

　歳出を１人当たりに換算すると　　　39万8672円

民生費 総務費 公債費 教育費 土木費 衛生費 農林水産業費 商工費 消防費 その他

９万7718円 ６万3759円 ４万8279円 ４万3211円 ３万7832円 ３万6536円 ２万8019円 ２万6656円 １万5403円 １万2072円

　会計名 国民健康保険事業 和泉診療所事業 老人保健 後期高齢者医療

歳入総額 39億0197万円 １億1099万円 ４億5791万円 ３億6815万円

歳出総額 37億4404万円 １億1099万円 ４億2185万円 ３億6770万円

差　引 １億5794万円 ０万円 3606万円 45万円

　 収益的収支 資本的収支

収入 １億2001万円 １億7489万円

支出 １億1751万円 １億8928万円

差引 250万円 Δ1439万円

　一般会計の歳入総額は、164億8938万円で前年度と比べ
て3.0㌫の増となりました。
　右のグラフのとおり歳入のうち最も大きなものが地方交
付税で、全体の35.5㌫を占めています。また自主財源の中
心である市民税や固定資産税などの市税は、42億3108万
円で全体の25.7㌫でした。
　このほか市の借入金となる市債は７億7190万円で、平成
20年度末（一般会計）現在高は133億6920万円となりま
した。

●特別会計 ●企業会計　水道事業

●一般会計
【歳入】

　市民１人当たりの市税負担額　　　　11万542円

市民税 固定資産税 軽自動車税 たばこ税 入湯税 都市計画税

４万5129円 ５万4887円 2196円 4961円 205円 3797円

会計名 介護保険事業 簡易水道事業 農業集落排水事業 下水道事業

歳入総額 30億	 490万円 １億2501万円 ６億3381万円 12億9237万円

歳出総額 29億2133万円 １億	 327万円 ６億	 775万円 12億7687万円

差　引 8357万円 2174万円 2606万円 1550万円

決算額を市民１人当たりに換算すると

　一般会計の歳出総額は、155億
8543万円で前年度と比べて1.4㌫
の増となりました。
　目的別の決算では民生費や総務
費、性質別の決算では、人件費や
物件費が大きな割合を占めました。

【歳出】

　【主な建設事業の決算額】
・道整備交付金事業（土木費）

……………………３億9227万円

・企業立地助成金（商工費）

……………………３億  180万円

・防災行政無線整備事業（総務費）

……………………  9949万円

・耐震化促進事業（教育費）

……………………  8509万円

不足分は留保資金で補てん
※留保資金とは、企業経営のための貯
　金です

市民税

固定資産税

軽自動車税

たばこ税

入湯税

都市計画税

17億1766万円　  

市
税
の
内
訳

20億8867万円

8359万円

１億8883万円

780万円

１億4453万円

※市民税は法人を含む

※平成21年３月末現在の人口　
　　（38,061人）で計算
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